
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
駆動源によって回転駆動される円筒体と、その周囲に配置された固定体とのシール装置に
おいて、前記円筒体のＲ面と前記固定体の平面とにＬ字形に交差接面する、Ｒ面と平面を
有した、周方向両端が雌状のシールと、周方向両端が雄状のシールとが互いに重なり合っ
て配置され、前記両シール同士の、周方向のたての側面と、周方向のよこの側面とがクロ
スし、周方向に対して常に、周方向のたての側面同士が接面する前記両シールが円筒外周
分、複数設けられ、前記周方向両端が雌状のシールの平面部に穴を設け、固定体にスライ
ド装着し、シールどうしを連結することを特徴とする大径回転体のシール装置。
【請求項２】
上記シールの接面部に溝を設け、シール材を装着したことを特徴とする、請求項１の大径
回転体のシール装置。
【請求項３】
上記シールの連結部に緊張手段を設けることを特徴とする、請求項１又は２の大径回転体
のシール装置。
【請求項４】
上記シールに溝を設け、シール材を装着したことを特徴とする、請求項１又は２又は３の
大径回転体のシール装置。
【請求項５】
上記シールの溝部の上にシール押し出し装置を有したことを特徴とする、請求項１又は２

10

20

JP 3559854 B2 2004.9.2



又は３又は４の大径回転体のシール装置。
【請求項６】
上記シールの連結部に緊張手段として、スプリング又はウエイト又はその両方を装着した
ことを特徴とする、請求項１－５いずれか１項に記載の大径回転体のシール装置。
【請求項７】
上記シールにオイルキャップ又はグリスニップル又はその両方を装着したことを特徴とす
る、請求項１－５いずれか１項に記載の大径回転体のシール装置。
【請求項８】
上記シールの接面部にオイル溝を有したことを特徴とする、請求項１－７いずれか１項記
載の大径回転体のシール装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
〔発明の属する技術分野〕
本発明は、例えば、各種多様の産業廃棄物処理設備、石灰石、アルミナ、コークス、セメ
ント、炭化品等の製造設備に使用される一重筒や２重筒等のロータリーキルン、ローター
クーラー、ロータリードライヤ等の回転体と、その周囲に設置された固定体（ハウジング
等も含む）とのガス等のシールを行う大径回転体のシール（気密）装置に関するものであ
る。
【０００２】
〔従来の技術〕
従来のセメント等の焼成設備や、ペーパースラッジ等の炭化設備において使用されるロー
タリーキルンとその周囲のフードやハウジング（固定体）との間のエアー（ガス、空気）
シールは、ラビリンス、バンドシール、パッキン付バンドシール、バネ圧分割シール、そ
の他、前記の複合的な使用等、やその他、特許関係公報等にも各種のシール方法が提案さ
れている。
【０００３】
〔発明が解決しようとする課題〕
しかしながら、前記ラビリンスシールや各種バンドシール、その他複合使用等のものでも
、シール作用が十分でなく、特に最近では、ダイオキシン等の環境問題もあり、公害の発
生をなくす為、燃焼、炭化、焼成等が高温で行われ、特にロータリーキルンの２重筒式の
内筒や、燃焼室近くのシール部は一段と高温になり、また装置も大型化して来ており、そ
の為、製作上の真円化が大変難しく、また高温の為に、重量の関係上からも変形が手伝い
偏心巾も大きくなり、耐熱性の点からもシールのライフサイクルが大変短くなっているの
が現状である。よって偏心巾、耐熱性、気密性、コスト、ノーメンテナンス化、耐久性等
各種の条件を総合的に解決する為に、まさに前記諸問題を全て解決する夢の大径回転体の
シール装置を提供することを目的とする。
【０００４】
〔課題を解決する為の手段〕
上記目的に沿う、請求項１記載の大径回転体のシール装置は、駆動源によって回転駆動さ
れる円筒体と、その周囲に配置された固定体とのシール装置において、前記円筒体のＲ面
と前記固定体の平面とにＬ字形に交差接面する、Ｒ面と平面を有した、周方向両端が雌状
のシールと、周方向両端が雄状のシールとが互いに重なり合って配置され、前記両シール
同士の、周方向のたての側面と、周方向のよこの側面とがクロスし、周方向に対して常に
、周方向のたての側面同士が接面する前記両シールが円筒外周分、複数設けられ、前記周
方向両端が雌状のシールの平面部に穴を設け、固定体にスライド装着し、シールどうしを
連結することを特徴とする大径回転体のシール装置。
【０００５】
請求項２記載の同装置は上記シールの接面部に溝を設け、シール材を装着したことを特徴
とする、請求項１のシール装置。
【０００６】
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請求項３記載の同装置は上記シールの連結部に緊張手段を設けることを特徴とする、請求
項１又は２のシール装置。
【００１１】
請求項４記載の同装置は上記シールにおいて、シールに溝を設け、シール材を装着したこ
とを特徴とする、請求項１－３いずれか１項記載の大径回転体のシール装置。
【００１２】
請求項５記載の同装置は上記シールにおいて、シールの溝部の上にシール押し出し装置を
有したことを特徴とする、請求項１－４いずれか１項に記載の大径回転体のシール装置。
【００１３】
請求項６記載の同装置は上記シールにおいて、シールの連結部に緊張手段として、スプリ
ング又はウエイト又はその両方を装着したことを特徴とする、請求項１－５いずれか１項
に記載の大径回転体のシール装置。
【００１４】
請求項７記載の同装置は上記シールにおいて、シールにオイルキャップ又はグリスニップ
ル又はその両方を装着したことを特徴とする、請求項１－６いずれか１項記載の大径回転
体のシール装置。
【００１５】
請求項８記載の同装置は上記シールにおいて、シールの接面部にオイル溝を有したことを
特徴とする、請求項１－７いずれか１項記載の大径回転体のシール装置。
【００１６】
〔作用及び効果〕
前記の大径回転体のシール装置においては、円筒外周に対して複数のシールが重り合って
１周しており、前記固定体の平面と円筒体のＲ面（回転体）がＬ字形に交差接面しており
、シールの平面と固定体の平面とが密接面になり、また、円筒体のＲ面とシールのＲ面も
密接面になり、なおかつ、各シールの重り合い部が３次元（複数次元）にてたて、よこの
側面がクロスしており、特に周方向に対してのたて側面どうしが常に接面（密接）してお
り、円筒体の回転による偏心の為の凸、凹バランスも、前記のシール平面部のスライド穴
の動き（スライド装着）で吸収して、もちろん、シールどうしの連結により円筒体への密
接を行う、また連結部に緊張手段としてコンプレションスプリングを使用することにより
一段と密封（密接）性を高め、チエンやワイヤー等で１本のもので２重にリングを作り、
その１重分の下部へウエイトを装着したりすれば高温下でのスプリング使用に代えること
も出来るのである。
【００１７】
〔実施の形態〕
続いて、添付した図面を参照しつつ、本発明を具体化した実施の形態につき説明し、本発
明の理解に供する。図１は本発明の一実施の形態に係る大径回転体の気密装置の部分説明
図である、図２の２－１はシール単体の部分斜視図、２－２は、シールと円筒体（固定体
も同図になる為に略す）のシール部弾性体シール材の溝の断面図、図３はシールのスライ
ド穴の動き方向部分説明図、図４はシールスライド装着部分断面説明図、図５，６，７，
８は各種ウエイト方式の緊張手段の分断面説明図である。
【００１８】
図１は実施形態の基本的な構成図であり、シール（２）を固定体（１）に円筒体（５）の
周囲に複数（円周分）の重ね合わせをし、固定体側（図１の４及び図４の４）の穴にスラ
イド装着（ボルトにて）する、この時、シールがスムーズに上下等移動スベリする様にス
ライド安定ブッシュ（図４－１１）を有して、なおシール押えプレート（図４－９）の上
からボルト締めを行う、
【００１９】
なお、次に請求項２のものについて説明するが図２の（２－２）はシール接面部（気密の
ための密着面）に弾性シール体を組み込んだものであり、これは請求項１に対して、さら
に気密性を一段と高めることが出来るのである。なお上記のものは一般的な自然接面圧だ
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が、請求項９のごとく、図１２はボルト式の調整型であり、図１３は緊張手段付の（バネ
の圧力等も合せて利用して自動的に接面圧を調整する）タイプである。
【００２０】
請求項３は上記シール連結部に緊張手段を用いるものであり、前記にも説明したが手動で
はなく、自動的に行うと言う事であり、シールを常に円筒体に密着させるためであり、一
般的にシール連結部の途中に１ヶ所又は複数使用する、またこのバネの代りに高温部の所
へはウエイトを使用する、一部前記したが、チエンやワイヤーでシールの外周部に２重リ
ングを作り、その１重リング部の下部へウエイトを装着してシールを円筒体に密着させる
のである。また前記の複合使用も行うことが出来る。
【００２１】
図６は、フリーバランス方式と言って、シールの上半円部と下半円部とを符号１９のアタ
ッチメントを使用し、上下に分離し、符号１５の支点（滑車、フック等も含む）を介して
上半円部と下半円部のシールを結んで（チエンやワイヤー等で）重量（ウエイト）の均一
性を作ることによって（天秤状態）シールの円筒面への接面圧力を少さくしてシールの摩
耗を少なくするのである。（必要最低限の圧力である）また図７はアンバランス方式と言
って一般に２種の連結方法があり（図７の（７－１）と（７－２）のごとく上半円部と下
半円部とを支点を通して連結する、これは下半円部の圧力を少々強くする場合に用いるの
である。よって荷重方法は図７の２種である。
【００２２】
なお、図８はセパレートバランス方式のもので図８のごとく、上半円部と下半円部とも各
自に支点を設けて、個別のウエイトを装着するものであって、各種の機械、原料、重量、
温度、速度等の条件下での任意の為の方法である。
【００２３】
〔その他の変更例及び追加例〕
当方が実際に使っているロータリーキルンは１８００φのもので（内筒１２００φ）あり
外筒の偏心巾は約３０ｍｍの為、１．６％であり、シールは全周で３６枚としたのでクロ
ス角度（シールとシールの重り角度）を１０度とした、前記したが製作方法は各種ありク
ロス部の方法も各種あるが、基本はＲ面と平面とが同一のシール体である事がポイントで
あり、複数次元（３次元）にて前記２面とも重続接面する点であり、偏心巾に対する密封
性（気密性）を保つ点は請求項１に全ての基本的な考えが集約されるが、前記各請求項の
ごとく任意の方法にて行うことが出来る。
【００２４】
〔発明の効果〕
本発明の結果、今まで、特に燃焼、炭化、焼成等においてガス（空気等含む）もれの為に
計算では出ない化学変化や、効率等の悪化が非常に少なくなり、また、操作性も非常に安
定化し、しかも、品質の一定化とオイル等の燃費の減少にもなり、大巾な偏心や高熱の為
のシール破損に伴うガスもれが非常になくなり、工場での効果が大変期待され、しかもコ
ストが安くて、しかも、メンテナンス不要で、ロングライフのシールであるから、今後急
速に使われると思われる。
【００２５】
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明、請求項１，２，３，４の一実施の形態に係る大径回転体シール装置の主
要部分説明図。
【図２】本発明のシール単体の部分斜視説明図と同シールと円筒体（回転体）とのシール
溝部の部分断面説明図。（２－１）及び（２－２）
【図３】本発明のシールのスライド穴のスライド巾に対する動作の部分正面説明図。
【図４】本発明のシールのスライド装着の部分断面説明図。
【図５】本発明のシールの緊張手段のＷリングタイプの荷重（ウエイト）方法の部分断面
説明図。
【図６】本発明のシールの緊張手段のバランス方式の部分断面説明図。
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【図７】本発明のシールの緊張手段のアンバランス方式の部分断面説明図。
【図８】本発明のシールの緊張手段のセパレート方式の部分断面説明図。
【図９】本発明のシールのフリー連結金具の斜視図と同緊張手段の弾性体（スプリング）
の斜視図と同フリー連結（手動調整用の）ボルト＆ナット組の総合的連結部分説明図。（
９－１）及び（９－２）及び（９－３）。
【図１０】本発明のシールのフリー連結のチエン、（ワイヤー等も含む）と同、緊張手段
の弾性体等（スプリング）の側面図と同、フリー連結（手動調整の）ターンバックルの側
面図と総合的連結部分説明図。（１０－１）及び（１０－２）及び（１０－３）。
【図１１】本発明のシールのフリー連結の３次元（複数次元）の接面重接部が別々のシー
ルにあるタイプのシールで（請求項１及び５も含む）もちろん平面及びＲ面にて共用接面
重接部をもち、その部分断面説明図。
【図１２】本発明のシール部の平面（円筒回転体も含む）と固定体との接面部でシール溝
の上に押し出し用、ボルト＆ナット（Ｗ）システムの付いた押し出し（シール材を出す）
装置（手動式）の部分断面説明図。
【図１３】本発明のシール部のＲ面（固定体の平面も含む）と円筒回転体Ｒ面との接面部
でシール溝の上にスプリング（緊張手段付）等の付いたピンを段付にて、設け安全接押を
する（シール材を押し出す）装置（自動的）の部分断面説明図。
【符号の説明】
１　固定体
２　シール
３　スライド穴
４　固定体側穴
５　円筒体（回転体）
６　シール連結金具用ナット
７　シール溝（弾性体シール）
８　シール複数次元接面続部
（３次元）
９　シール押えプレート
１０　ボルト用タップ分
１１　スライド安定ブッシュ
１２　ウエイト（荷重分）
１３　シール上半円部
１４　シール下半円部
１５　支点（滑車、フック等含む）
１６　シールつり上げワイヤー（チエン含む）
１７　シール押出しボルト組
１８　シール押出しピン
１９　アタッチメント
２０　シールのフリー連結金具
２１　チエン（ワイヤー等含む）
２２　ターンバックル
２３　フックボルト
２４　変形型シールの接面重続の部分断面説明図（Ｒ面＆平面とも同一図で示す）（請求
項１及び５のもの）
２５　バネ止め
２６　シール材
２７　スプリング
２８　Ｗナット
２９　たて側面部
３０　パーティングライン（ＰＬ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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